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生徒一人一人の力が伸び、活気みなぎる学校 

～令和３年度のスタートにあたって～ 

校長 野田 博之 

保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級、おめでとうございます。また、地域の皆様におかれましても

昨年度に引き続き、本校の生徒たちを温かく見守ってくださいますようお願い申し上げます。 

４月７日（水）男子１６名、女子１０名、計２６名の新入生を迎え、全校生徒７８名で令和３年度の富

士中学校の教育活動がスタートしました。創立７５年を迎える歴史と伝統のある本校は、今年度も小中連

携を深め、三根学園の児童、生徒を地域の方々と共に育成していきます。また、大自然に恵まれた教育環

境で、島の子供たちが未来を生き抜く能力を育成でき、全教職員が一丸となって皆様の期待に応えられる

よう精いっぱい学校経営に務める覚悟でございます。今年度も、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願い

申し上げます。 

第７５回入学式では、新型コロナウイルス対策のため、卒業式同様、来賓は出席せずに在校生、保護者

の皆様が見守る中で、盛大に行うことができました。緊張の中、新入生の自信に満ちあふれた顔つきが印

象に残りました。式辞では新入生の健やかな成長を願い「学習に力を入れて欲しい」ということと、「感動

のある学校生活を送ろう」ということについて話しました。１学期は戸惑うことが多いと思いますが早く

新生活に慣れ、富士中学校の一員として成長してほしいです。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

今年度はパナソニック教育財団主催の２０２１年度実践研究助成の指定を受け、未来の創り手に求めら

れるリーダーシップとコミュニケーション能力の育成～生徒主体の学習活動、ふるさと貢献活動を通して

～に取り組みます。新しい時代を歩んでいく生徒のためにＩＣＴ機器を活用して考えの共有化・整理・保

存をすることで行事や生徒会を生徒主体の活動にします。また、ＩＣＴを活用した地域との協議・協働・

発信する過程で「八丈島に愛着を持ち、将来活躍する生徒」を育成する文化を学校・家庭・地域で共有し

ます。そして、あいさつ、感謝の言葉、励まし合う言葉が響き合う学校を目指し、教職員とともに努力し

て参りますので合わせてご協力お願いいたします。 

 

本校 教育目標の実現に向けて 

◆ 校訓「自主」「敬愛」「根気」 

 （１）自ら進んで学ぶ生徒 

    授業において基礎・基本を確実に習得させ、それらを活用して主体的に学ぼうと 

する意欲を高める授業を工夫することにより、「進んで学ぶ生徒」を育成する。 

（２）人や自然を愛する生徒 

    日々の授業や学校行事、部活動等の教育活動をとおして、八丈島の自然愛護に努 

めさせるとともに、人権尊重の精神に基づき、他を敬い、思いやりの気持ちをもっ 

た「人や自然を愛する生徒」を育成する。 

（３）健康でねばり強い生徒 

    オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、運動や部活動等への参加を積 

極的に促すとともに、物事に妥協しない精神力を育むことで、生きる力の源となる 

心身の健康を身に付けた「健康でねばり強い生徒」を育成する。 

 

 

◇ 学校教育目標 ◇ 

自ら進んで学ぶ生徒 

人や自然を愛する生徒 

健康でねばり強い生徒 

《校訓：自主・敬愛・根気》 

 
ホームページ http://www.hachijomachi-tky.ed.jp/fuji-jhs/ 

八丈町立三根学園富士中学校 令和３年４月１６日  第１号 



2 

 

「生徒代表の言葉」  在校生代表 笠原 風歌 

 花の香りがそよ風に運ばれてくる季節になりました。 

 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。今日から皆さんは富士中学校の生徒になりました。今、皆さんの心の中は、

これから始まる中学校生活への様々な気持ちでいっぱいだと思います。小学校には無かったことが増え、新しい経験を沢山し

ていくことでしょう。 

 例えば、授業は教科ごとに先生が変わります。体育は、男女別で受けたり、図工が美術になったりするなど、各教科の難易

度も上がります。国語や数学、日々の学校生活でも前に出る機会が増え、自分の考えを上手く相手に伝えられるかがとても大

切になります。 

 私は、中学校に入ってから成長したことが二つあります。 

 一つ目は、自分に自信がついたことです。 

 私は、小学校のとき児童会に入っていて、人前で話すことも他の人と比べたら多かったと思います。ですが、大勢の人の前

に出ると、とても緊張してしまい上手く話せないことが多かったです。そんな私でしたが、中学校に上がり学級委員になりま

した。学級委員として、全校生徒の前で話すことは無かったものの、毎日、終学活の司会をクラス全員の前に出てやることで、

自然とあまり緊張することは無くなりました。そしてその後生徒会に入り、全校生徒の前で話をする機会が増えましたが、そ

こでも高度な緊張をもって話すことができるようになりました。 

 二つ目は、一つの目標に向かって努力する力がついたことです。私は、吹奏楽部に所属していますが、中学校に入るまで吹

奏楽に使われるような楽器は触ったことすらありませんでした。そのため入部当初は、なかなか思うように曲が吹けず、やる

気をなくしてしまうこともありました。ですが、先輩方や、大人の人の演奏を見て私もこんな風に吹きたいと思い必死に練習

しました。夏休みには、一日五時間ほど練習し、島外にも楽器をもっていきました。こうした練習のおかげで、夏のイベント

までの四か月で十四曲を高い音までしっかり吹けるようになりました。私は、努力することが苦手でしたが、自分は一つの目

標に向かってこんなに頑張ることができるということが部活動を通して発見できました。 

 私が皆さんに頑張ってほしいことは、色々な事に挑戦し、自分の好きなことを見つけて、それに向けての努力を惜しまない

事です。 

 中学校では、勉強が難しくなり、やらなければならないことが増えます。そんな中でも自分の好きな事は、ストレスを発散

してくれたり、気持ちをリフレッシュさせてくれたりします。 

 新入生の皆さん、この富士中学校で過ごす三年間を有意義なものとし、沢山の成長の糧となることを心より願っています。

もし、困ったことや、相談したいことがあったら、二年生、三年生の先輩を頼ってください。何でも相談にのります。 

「新入生代表の言葉」 新入生代表 沖山 海璃 

桜の花びらが咲き誇り、美しい鳥の鳴き声に心おどる春の季節がやって来ました。今日、私たちは、ついに待ちに待った中

学生になります。少し不安もありますが、ずっとあこがれていた、中学校生活を楽しみにしてきました。 

 僕が中学校でがんばりたいことは、三つあります。 

 一つ目は部活です。僕は、テニス部に入りたいと思っています。僕は、小さいころにやって、とても楽しかったので、もう

一度テニスをやりたいからです。ですが、僕はスポーツがあまり得意ではありません。だから、たくさん練習して、基礎体力

をつけたいと思います。 

 二つ目は勉強です。中学校では、勉強がもっと難しくなり、中間テストや、期末テストなどもあります。僕は、しっかり、

自分でも勉強して、良い点数を取りたいです。だから、僕は授業をしっかり聞いたり、ノートをしっかり取ったりして、良い

点数が取れるように努力します。 

 三つ目は生活です。中学校は、小学校より、朝が早くなるし、制服も着るため、早く準備しなければなりません。僕は小学

校で忘れ物が多かったので、それを改善できるよう、がんばります。 

 僕が、この三つの目標を達成するのには、クラスの仲間の力が必要です。僕のクラスは今までたくさんの人たちに、「とに

かく明るく元気なクラス」と言われてきました。授業中は発言する人が多く、「反応が良いクラス」とほめられてきました。

さわがしくて、注意されたこともありましたが、おちこんでいる人の心を元気づけたこともあります。だからこそ、将来、僕

が目標を達成させるうえで壁にぶつかったとき、この明るく元気なクラスの力が不可欠なのです。 

 これから、たくさんお世話になる先生方、先輩方、地域のみなさん、どうぞ私たち新一年生をよろしくお願いします。 
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富富士士中中学学校校教教職職員員組組織織  

校 長：  野田 博之   副校長： 榎本 秀子 

主幹教諭： 川畑 喜照   川口 美保 

主任教諭： 小笠原 幸子  金丸 恵美   小泉 国広   田後 要輔 

村上 将章   福田 渉    山下 孝輔 

１年 ２年 ３年 

主任  

担任 
主任 福田 渉  （社会） 

主任  

担任 

副担 川畑 喜照 （理科） 担任 髙橋 菜美子（美術） 副担 金丸 恵美 （国語） 

副担 加藤 花苗 （家庭） 副担 木下 真一 （音楽） 副担 田後 要輔 （数学） 

副担 北沢 祐貴 （英語） 副担 山下 孝輔 （技術） 副担 氏部 和昭 （保体） 

  学年付 川口 美保 （養護） 

特別支援教室 小笠原 幸子  杉本 綾希 専門員 太田 恵 

講師 木内 璃菜（保体）  長谷川 航（特別支援教室） 

非常勤教員 清水 雅子 事務 横山  滋 

用務 小原 健司 夜間受付 伊東 孝知 平出 光雄 

スクールカウンセラー 瀬川  智佳子 

ＡＬＴ（火曜日） ディビット・キム ／ クリストファー・ステンペル 

   教務主任：川畑 喜照  生活指導主任：田後 要輔  進路指導主任：山下 孝輔 

 

 

 

転出した教職員 

 

 佐藤  孝男   副校長   （経営）     神津島村立神津中学校へ 

 近藤  裕子   主任教諭  （特支）     大田区立東蒲中学校へ 

橋本  慶太   主任教諭  （技術）     練馬区立貫井中学校へ 

ｴﾏｰﾙ ﾌﾗﾝｿﾜ夏樹  教諭    （英語）     町田市立小中一貫ゆくのき学園 

武井  祐里佳  教諭    （家庭）     立川市立立川第三中学校 

高木  瑞稀   講師    （保健体育）   日の出町立大久野中学校 

宮本  泰之   講師    （特支）     青梅市立霞台中学校 

 

 

 

村上 将章 （数学） 小泉 国広 （英語） 
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転入した教職員 
 

榎本  秀子   副校長   （経営）    荒川区立第三中学校より 

山下  孝輔   主任教諭  （技術）    中央区立銀座中学校より 

北沢  祐貴   教諭    （英語）    葛飾区立綾瀬中学校より 

杉本  綾希   教諭    （特支）    杉並区立井草中学校より 

加藤  花苗   教諭    （家庭）    新規採用 

太田  恵    専門員   （特支）    新規採用 

木内  璃菜   講師    （保健体育）  新規採用 

長谷川 航    講師    （特支）    新規採用 

 

                  

転入した教職員より 

今年度、富士中学校は８名の教職員を新たに迎えました。それぞれの教職員からの挨拶です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の主な予定 

 
５月 ６日（木）安全指導、委員会         １８日（火）委員会 

薬物防止教室（１年）       １９日（水）避難訓練、研修会 

   ７日（金）PTA総会、部活動保護者会     ２０日（木）交通安全教室 

  １０日（月）学校朝礼、眼科耳鼻科検診     ２１日（金）体験学習（１年） 

  １１日（火）生徒総会、心臓検診        ２４日（月）生徒会朝礼、生徒会週間始 

  １２日（水）町教研一斉部会          ２５日（火）歯科検診 

１３日（木）三校交流会            ２６日（水）町教研定期総会 

  １７日（月）～１８日（火）中間考査      ２７日（木）全国学力調査（３年） 

今出来ることを考えて、生徒たちと一緒に思いっきり楽

しんでいきたいと思います。精一杯生徒たちのサポートを

していきますので、よろしくお願いします。 

英語科 北沢
きたざわ

 祐
ゆう

貴
き

 

 生徒たちが、笑顔で過ごせる時間を増やせるよう、安心

できる環境をつくり、温かく関わっていきたいと思ってい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

特別支援教室 杉本
すぎもと

 綾
あ

希
き

 

中学生の皆さんが、授業や行事等ではつらつと活動する

姿にたくさん出会いたいと思います。皆さんが様々な場面

で力を発揮できるよう力を尽くします。どうぞよろしくお

願いいたします。 

副校長 榎本
えのもと

 秀子
ひでこ

 

実践的な授業を多く取り入れ、生徒に家庭科の授業を好

きになってもらえるような授業を展開していきたいと思

っています。どうぞよろしくお願いします。 

家庭科 加藤
かとう

 花
か

苗
なえ

 

中学校生活は人生のほんのわずかな一部分です。将来の

夢をもち、今後の長い人生を楽しく前向きに生き抜けるよ

うサポートしていきたいと思っています。 

特別支援教室専門員 太田
おおた

 恵
めぐみ

  

みなさんが体育を好きになってくれるような授業を作

っていきたいです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

講師 木内
きうち

 璃
り

菜
な

  

今年度、富士中のみなさんと過ごしていく日々が楽しみ

です。私自身、「ありがとう」を大切に、生徒とともに成

長していきます！よろしくお願いいたします。 

講師 長谷川
は せ が わ

 航
わたる

 

島でしかできない、島だからこそできることはたくさん

あるように思えます。島から世界へ、技術と上手に付き合

っていく方法について生徒と一緒に考えていきたいと思

います。 

技術科 山下
やました

 孝
こう

輔
すけ
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